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「

プ
y

レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
.、
'
惜
級
と
し
て
形
成
さ
れ
る
ほ
ど
。充
分

^

発
展
せ〈 

_
ず
、
従
っ
て
プ
：ロ
：レ

^
.リ

：ア
へ
ー
.ト
の
ブ
ル
ジ
：ョ
.
ア
：ジ
ー
と
の
闘#

が
、
^

^

充

：
 

分
に
政
治
的
な
色
彩
を
お
び
て
い
な

'い
p i

り
、
：
ま

た

生

謹

ガ

が

、

「

：プ
ロ
レ
タ 

リ
ア
ト
ト
の
解
故
と
新
し
い
社
会
の
建
設
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
ど
と
ろ
へ
の
物 

質
的
な
諸
条
件
を
予
見
ざ
せ
る
ぼ

: ^

に
、.
: ^

ル
^

;:
3

ア
ジ
ー‘启
体
の
.内
部
ヤ
充 

分
に
発
展
し
な
い
限
' ^

;
■

こ
れ
^ -

の
理
論
家
た.ち
が
、
：
抑
圧
：さ
れ
た
諸
階
級
め

：

. 

欲
求
に
そ
な
え
て
そ
れ
に
.こ
た
.
.え
：る
た
め
、
.
も
ろ
も
ろ
の
体
系
を
ー
^

の
ま̂
^
^
^
^
 ̂

あ
わ
せ
に
つ
：く
り
、
社
会
を
苒
生
さ
せ
る
科
学
を
追
求
す
る
空
想
家

'で
あ
.る
：に 

す
ぎ
な
い…

…

。
彼
ら
が
科
学
を
撒
求
し
、

'
；も
ろ
も
ろ.め
体
系
だ.け
.を
つV

っ
. 

て
い
る.に
.す
ぎ
な
い
か
ぎ
り
、
彼
ら
が

.！
！
争
'の
端
緒
に
あ
る
限
り
、

；

彼
ら
：は
貧 

困
の
な
：か
に
貧
困
だ
け
を
み
弋
、

.そ
の
な
か
に
、
：ゃ
が
：て
旧
社
会
を

<:
:
:
っ
が
ぇ''
-
. 

す
革
命
的
破
旗
的
側
面
を
見
な
い
の
で

k

w

。」

.

'
''
;

イ
ト
リ
ン
グ
の
場
合
い
っ
そ
う
あ
て
は
ま
る
の
で
は
な
が
ろ
う
か

0
空
想
份
^
 

会

主

響

と
.い
え
'ば
、
わ
れ
わ
れ
：は
普
通
に
、
' イ
ギ
リ
ス
の
ロ
バ
ー
ト
.
オ

ー

エ
ン
、

フ
ラ
シ
ス
の
シャ
ー
ル'•
フ

リ
_>|

お
よ
•ひ

サ

ン

.
シ
モン
を
あ
げ
る 

.の
：が
常
：で
あ
る
が
、

ゥ

ァ

イ

->
>
ソ
グ
は
理
論
的
な
面
で
、
.い
'
わ

ゆ

る

空

想

的
 

.
社
会
主
義
者
と
ほ
ど0:
点
が
異
な
る
め.が
、;-
そ
し
て
ま
た
：ど
：の
よ
う
な
点
で
類 

似

性
.共
通
姓
が
見
扭
さ
れ
る
：

.の
か
、
そ1.
.て
と
く
に
、
科
学
的
社
会
主
義
の
成 

V
.立

'
.
へ

の

貢

献

を

.

.

.

.
-
>

カ
.に
.：評

価.す
べ
き
か
.、
パ
こ
う
し
た
興
味
あ
る
問
題
を
と
り 

あ
つ
^

っ
た
の
が
オ
な
わ
ち
畫
日
で
あ
る

。
;:
:
'
;
:
'
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.本f

は
、
：
第
一
部
證
と
活
動
ク
第
ー
ー
部
理
論
お
よ
び
第
三
部
ゥ

T-
イ
ト 

へ
リ
ン̂

の
^

史
的
意
義
の
三
部
に
ゎ
が
れ
^
い
る
。
^

『

部
は
、
®

主
義
者 

へ
の
途
、
ド
イ
少.，
プ
ロ
レ.ダ
リ
ァ
ー
ト
の
敗
治
的
成
長
を
め
ぐ
る
闘
い
、，
ユ 

■ 
I

ト

め

ァ

と

勞

靈

動

の

ヨ

章

が

ら

成

り

、

.ま
'た
第
ー
へ
ー
部
は
、
歴
史
観
、
：'
社
会 

批
判
、
階
級_
争
と
革
命
に
つ
い
て
、

：

共
産
主
義
社
会
の
四
章
か
ら
成
ら
て
い 

る
。
そ
:1
>
て
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論
で
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ァ
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義
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：.ァ
イ
ト
リ
ン.

の̂
社
会
主
義
思
想
と
そ
の
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動
史
に
お
け
る
意
義
に 

つ(
い
'て
は
、
-¥
く
か
ら
マ
ル
ク
ス
•
ヱ
ン
，ゲ
ル
ス
の
著
作
以
後

、
,方
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ラ
-

—
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研i
九
を
は
じ
め、
' シ
'
：
ユ
ー
リ
ユ

ー

ター

や
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グ
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に
/-6

っ
て
も
知
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れ
で
.い
る
0 

'だ
が
:今
日
、.
ゥ
：ァ
イ
ト
リ
ン
^

の
業
績
が
改
め
て
評
価
さ
れ
る
の 

.
は
、
ど
、の
よ
う
な
理
-

H

に
よ
ら
.て
い
石
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著
者
は
、

こ
の
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て
本
書
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て
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レ
タ
リ
ブ
階
級
の
連
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ノ
の
主
要
な
問
題
は
、
令

ル

：ジ
ョ
ア
夕
丨
の
成
長
：か
ら
プ

(

ロ
レ
タ
リ.ァ〜

ト
の
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イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
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組
_

な
解
放
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っ
た
タ
：ド
.イ
ツ
t
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，い.て
：と
く
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っ
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イ
ツ
は
、
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ル
：ジ

ョ

ア

繁

の

1

に
拉
い
.て
、

フ
.ラ
ゾ
ス
お 

\'
':よ
ぴ
イ
ギ
リ
ネ
に
お
い
：て
よ
り
も
い
：
っ
そ
ぅ
発
展
し
た
プ
ロ
：
レ
タ
ゾ
.ァ
ー
ト 

を
も
っ
て
い
たI

と
こ
ろ
の
こ
の
課
題
の
解
決
.の
た
；め
に
、
ウ
ァ
イ
ト
リ
. 

V
グ
は
、/偉
大
な
そ
し
て
忘
れ
る
こ
上
の
で
き
な
い
こ
と
を
な
し

.と
げ
た
。 

彼
は
、
そ
の
時
代
の
進
歩
的
な

^

®

^
、
,.
そ
の
.周
囲
に
あ
つ
文
っ
た
と
こ 

.

ろ
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労
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者
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産
主
義•'
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イ
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的
な
プ
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ラ
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つ
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V

り
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し
た
。

」

：

v
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'
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'の
よ
ぅ
.な
認
識
に
立
：っ
て
著
者
は
、
ウ
ァ

■イ
ト
リ
.ン
グ
；の
尊
命
的
側
面
と 

.
そ
の
限
界
を
検
討
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
思
想
の
：空
想
的
性
格
に
た
い
す
る
右

' 

輿
社
会
民
主
主
義
も
し
く
は
改
良
主
義
の

：

一
：方
的
な
解
釈

——

た
と
え
ば
、
彼 

の
マ
ル
タ
ス
：お
よ
ぴ
エ
ン
'ゲ
、
ル

」

ス
'と
の
本
和
の
面
の
強̂

_
に
反
対
し.て
：い 

•
る 

0
-
- 

■ 
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'ウ
ィ
ル
へ
ル
ム.
タ
リ
ス
テ
ィ
ア
シ.
,ウ
ア.V:

ト
リ
ン.ダ
は
、:「

八
'
0八
年 

十
月
五
日
、

マ
ダ.デ
ブ
：ル
ク.で
生
ま
れ
た
：。
彼
の
®
は
、
女
料
理
人
の
へ
ク

U

'ス 

テ
ィ
ア
ー
ネ

•

ウ
ァ
イ
ド
リ
ン
グ
、
父
は
ケ
ラ
ン
ス
の
士
官
テ
：

1;
-
:ジ
ョ
.ン
で
あ 

っ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
_ロ
：シ
ア
侵
入
と
と
も
に
両
親
の
同

_
生
活
は
||
わ
り
、
^
 

.は
い
.：わ
ゆ
る
私
生
児
と'し
て
'の
ご
ざ
.れ
た
の
ハ
で
あ
る
，

学
校
を
終

'ヴ
た
の
ち
、

書.
評

.
婦

人

服

證

師

と

な

り

、~-
八
：.ニ
八
年
。フ
ロ
イ
セ
：ン
を
去
っ
た
。
そ
し
て
こ
の 

裁
縫
師
と
な.？
た
こ
.と
が
や
が
：て
共
産
主
義
へ
め
眼
が
開
か
：れ
る
こ
と
に
な
る 

の
で
あ
：る
。.と
い
5

0
は
、
当
時
の
職
人«

技
傰
を
磨
き
、
ー
.
人
前
の
腕
を
も 

つ

職

火

；
に
^

^
た
.：
め.に

各

地

：
を
.わ
た
り
歩.
、̂'
ド
イ
ツ
国
内.は

''
%
ち
ろ
ん
、
そ 

.
の
抒
動
範
囲'は
遠
1

フ
岁
.グ
ス
_

ス
イ
ス
：に
ま
で
及
ん
だ
と
：い
わ
れ
て
い
る
。

一
：
著
诸
は
、.ー:'
:
<
:三

〇

羡

の
.ド
イ
ツ
の
状
態
に
つ
い
て
、

:'
^
資
本
主
義
が
発 

展

し

つ

つ

あ

っ

た

と

，
は
い
ガ
も
の
一

.の
、
'三
〇%'
■
の
専
制
君
主
に
よ
る
小
邦
分
立
、 

«
没
落
し
つ'つ
も
庄
倒
的
な
坊
重
を
し
.め
：て
：残
存
す
る
家
内
手
エ
業
と
そ
の
も 

と
で
働
<
貧

因

に

：
お
.

A
J

し
い
れ
ら
れ
た
プP

U
タ
リ
ァ
ー
：ト
と
し
て
特
徵
づ
け 

て

い

る(

s
s
.
^
l
l
l
e

。
V

Uか
t

こ
の
よ
ぅ
な
び
ど
い
状
勢
の
も
と
で
、

つ 

い
に
ー
八
三
〇
年
の
フ
ラ
ゾ
：ス
：七
月
革
命
の
影
響
を
ぅ
け
て
、

■ド
イ
ツ
の
プP 

レ
タ
リ
ァ
ー
ト
に
よ
る
麻
初
：の

.自

然

発

生

的

な

蜂

起

が

お

こ

っ

た

。
す
な
わ 

ち
、
7
丨
'
;へ
：シ
お
よ
ぴ
才\
-ぺ
ジ
に
：お
け
る
機
械
破
壊
、

べ
ル
リ
シ
'に
お
け
る 

仕
立
エ
：の
騷
動
、
：そ
し
て
さ
ら
に
ザ
ク
セ
ン
、

と

‘り
.わ
け
、

ラ
イ
プ
■ツ
ィ
ヒ
や 

ド
レ
ス
デ
ン
；に
も
は
好
し
.い
騒
擾
が
：も
ち
上
り
、
ド
イ
ツ
.に
も
民
主
主
義
運
動 

:

と
,と
も
に
労
働
運
動
の
波
が
お
し
よ
せ
た

^;
で
：あ
.
'っ
て
、
，
当
時
ラ
イ
プ
ツィヒ 

の

ホ

：
エ
ー
'/
プ

ナ
!-
.
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ヘ
ァ
：
ル
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一
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y
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c 婦
A
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わ
ガ
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グ
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こ
れ
を
目
撃
し
た
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L
か
し
名
の
当
時
は
彼
は
ま
だ
奮
主
義
や
革
命
に
つ
い
て
あ
ま
り
関
心
が
な 

か
-?
た
：よ5
,で
、
.彼
が
社
会
主
義
者
の
影
響
を
：ぅ
け
階
級
意
識
に
め
ざ
め
.た
の 

は

、

ー
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八
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ゴ
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同
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d
e
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B
u

n
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d

e

H

G
e

a
c

h

c fe
t

e
a

)

に
入
っ
て
か
ら
の
た
ら
す
た
め
に
は
、
社
会
組
織
は
根
底
か
ら
破
壊
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

: 

こ
と
で.

あ
っ
た
。
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い
う
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
シ
ス
労
働
者
共
産
主
義

^

の
ド
叶
这！！

^

®

^

!

!

®

!

!
 

.

^

-

-

.
V
..

著
者
に
土
れ
ば
ネ
当
時
0
:

.3
ー
丨

』

：ッ: -
'

^

"

メ
ッ
ヵ"

と
-

^

い
う
べ
き
パ
リ
に

.

お
い
て
多
く
の
秘
密

^

社
に
，は
、
二

つ

の

政

に

も

っ

と

も

近

.

い
立
場
に
立'

て
い
た(

S
.
19)。

治
•

社
会
的
なI

れ
が
あ
っ
た
.0
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
は
、
多

く

の

支

部

に

お

い

著

者

に

.

よ
れ
ば
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
共
産
主
義
違
動
に
特
微
的
な
こ
と
は
、 

.

て
ブ
ル
ジ-

ア
ジ
ー.

に
よ
，っ

'

て
指
導
さ
れ
る
社
会
主
義
的
な
運
動
と
、
い

ま

ひ

.

'

,

そ
れ
が
帝
制
打
倒
と
共
和
制
樹
立
の
ブ
ル
ジ

.

a

ア
.

'

デ
モ
，ク
ラ
シ
ー
の
蓮
動
と 

ど'

つ
は
、_

主
義
的
な
労
働
者
の
囊
：で
；あ

袁
1>

5̂
の
：で
あ
る
。§

考

':
:

奋

妙

產

錯_

〉

い̂

事
実
2

っ
て、

^
^
^
 ̂

.

バ
ブ
I
フ
派
の
人 

え
方
は
、
ガ
ロ
:|
-

デ
：ィ
；の
蒂
書
か
ら.0
引
用
で
：あ^ '

'

が
、
前

者. «

主
>:
;

'

し
；で
、
ザ--:

:

.々

£

よ
：っ
：て
：組
織
さ
れ
た

.

労
働
者
教
育
の

」

た
め
の
秘
密
結
社

「

人
民
の
友

」
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